
オースレンはノルウェーの都市です。大西洋に面していることから、漁業が盛んで世界有数の港町としても知
られております。魚の保存用の樽や運搬用の木箱の製造が基となり、エコーネス社をはじめ家具製造業の歴
史も非常に古い街でもあります。
街並みは20世紀初頭のアールヌーボー様式の建物が建ち並ぶ宝石箱のように美しいです。アールヌーボー
とは、草花の曲線美をモチーフとして発展したデザイン様式です。ベランダや玄関、屋根が独特の曲線美で
彩られています。
このような街並みになったのは、1904年にオースレンが大火に遭った結果です。800軒が焼ける火災から復
興する際、当時の流行であったアールヌーボー建築で人々は街を全面的に作り直しました。これには、ノルウ
ェー国内からだけでなく、外国からも多大な援助を受けました。なにより頻繁に休暇で訪れていた当時のド
イツ皇帝ヴィルヘルム２世がドイツ国内で大々的にオースレンの支援を呼びかけ、復興の最大の貢献者と
なりました。
以後、活力と色彩にあふれている街並みをオースレンの人々は守り続けています。

オースレンの街並み アールヌーボ様式の建物 優雅な室内

弊社社員の実家敷地を活かし、千葉県市原市にプリマが3月末日に完成。
完成と同時に満室となりましたが、最後に決まった入居者は、なんと社員の
お母様！今年70歳を迎えるお母様は、ご主人が亡くなった後、お一人で広
い自宅にお住まいになっていましたが、、一人で住むには広すぎ、建物も古
くなっていたため、アパート建築を決意。写真やモデルルームを見て一目
惚れし、プリマを建てていただきました。年齢を問わず、乙女心をくすぐる憧
れの住まい。

プリマ史上、最高齢の入居者が誕生しました♪　

ご予約いただければ、4月26日（土）までの限定で見学が可能となっており
ます。素敵なお母様にも会って、プリマを選んだ理由や、建ててみた感想な
ど、色々お話を聞いてみてはいかがでしょうか？



データから読み取る賃貸経営データから読み取る賃貸経営

左記は、ワクワクしながら引っ越してきてくれた
入居者さんたちが入居後気になる事例です。
少しの間は我慢して住んでいてくれますが、我慢
がストレスに代わる頃には退去予備軍になって
いきます。
さて、大家さんは経営者としてどんな対策をして
いくのでしょうか？　　　　　　   次回に続く…。

さて、今年も繁忙期が終り、ホッとしている方、更なる次の一手を模索する方と人さまざまですね。そのよう
な方々の「空室対策」に対する気づきになるように話を続けていきたいと思います。
それでは「結果型（原因）退去」について考えてみましょう。

結果型退去は「我慢」が「ストレス」に代わるときにおこります。入居者の「我慢」の一例をあげてみます。

入居してから気づいた事（我慢していること）
● 隣や上の人がうるさい（他人の生活音）
● 自炊したいのにコンロが１口しかない（設備関係の不満）
● エアコンをつけると臭い（設備関係の不満）
● ロフトが暑すぎる（構造面の不満）
● 収納が少なく荷物が片付かない（収納関係の不満）
● ベランダからたばこの臭いがして不快（入居者トラブル）
● ベランダからたくさん虫が入ってくる（地域性トラブル）
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